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消防予第 １６８号

平成２０年７月２日

各 都 道 府 県 知 事

殿

各 指 定 都 市 市 長

消 防 庁 次 長

消防法施行令の一部を改正する政令等の公布について

消防法施行令の一部を改正する政令（平成２０年政令第２１５号。以下「改正令」とい

う。）、消防法施行規則の一部を改正する省令（平成２０年総務省令第７８号。以下「改

正規則」という。）及びガス漏れ検知器並びに液化石油ガスを検知対象とするガス漏れ火

災警報設備に使用する中継器及び受信機の基準の一部を改正する件（平成２０年消防庁告

示第８号。以下「改正告示」という。）が平成２０年７月２日に公布されました。

今回の改正は、カラオケボックス、温泉採取施設等における最近の火災の事例にかんが

み、自動火災報知設備又はガス漏れ火災警報設備を設置しなければならない施設の対象範

囲を見直すとともに、当該消防用設備等について、その設置及び維持に関する技術上の基

準の整備等を行ったものです。

貴職におかれましては、下記事項に留意の上、その運用に十分配慮されるとともに、各

都道府県知事にあっては、貴都道府県内の市町村に対しても、この旨周知されるようお願

いします。

記

第一 自動火災報知設備に関する基準

１ 自動火災報知設備を設置しなければならない防火対象物又はその部分

自動火災報知設備を設置しなければならない防火対象物又はその部分として、次に

掲げるものを追加するものとしたこと。

(1) 令別表第１（２）項ニに掲げる防火対象物（改正後の消防法施行令（以下「令」

という。）第２１条第１項第１号関係）

(2) 令別表第一（１６の２）項に掲げる防火対象物の部分で、同表（２）項ニに掲げ

る防火対象物の用途に供されるもの（令第２１条第１項第９号関係）

２ 自動火災報知設備に関する基準の細目に関する事項

自動火災報知設備に関する基準の細目について、カラオケボックス等の音響が聞き
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取りにくい場所においては、その警報音が、他の警報音又は騒音と区別して聞き取る

ことができるように措置がされているものとしたこと。（改正後の消防法施行規則

（以下「規則」という。）第２４条第２号ホ、同条第５号イ(ロ)及び同条第５号の２

イ(ロ)関係）

第二 ガス漏れ火災警報設備に関する基準

１ ガス漏れ火災警報設備を設置しなければならない防火対象物

(1) ガス漏れ火災警報設備を設置しなければならない防火対象物として、令別表第１

に掲げる建築物その他の工作物（収容人員が総務省令で定める数に満たないものを

除く。）で、その内部に、温泉の採取のための設備で総務省令で定めるもの（温泉

法（昭和２３年法律第１２５号）第１４条の５第１項の確認を受けた者が当該確認

に係る温泉の採取の場所において温泉を採取するための設備を除く。）が設置され

ているものを追加するものとしたこと。（令第２１条の２第１項第３号関係）

(2) (1)の収容人員に係る「総務省令で定める数」について、１人としたこと。（規則

第２４条の２の２第２項関係）

(3) (1)の「温泉の採取のための設備で総務省令で定めるもの」について、温泉法施行

規則（昭和２３年厚生省令第３５号）第六条の三第三項第五号イに規定する温泉井

戸、ガス分離設備及びガス排出口並びにこれらの間の配管（可燃性天然ガスが滞留

するおそれのない場所に設けられるものを除く。）としたこと。（規則第２４条の

２の２第３項関係）

２ ガス漏れ火災警報設備に関する基準の細目に関する事項

(1) ガス漏れ検知器（以下「検知器」という。）の設置について、検知対象ガスの空

気に対する比重が１未満の場合には、次のアからエまでに定めるところによること

としたこと。（規則第２４条の２の３第１号イ関係）

ア 燃焼器（令第２１条の２第１項第３号に掲げる防火対象物に存するものについ

ては、消防庁長官が定めるものに限る。以下同じ。）又は貫通部（同項第１号、

第２号、第４号若しくは第５号に掲げる防火対象物若しくはその部分又は同項第

３号に掲げる防火対象物の部分で消防庁長官が定めるものに燃料用ガスを供給す

る導管が当該防火対象物又はその部分の外壁を貫通する場所をいう。以下同

じ。）から水平距離で８メートル以内の位置に設けること。ただし、天井面等が

０．６メートル以上突出したはり等によつて区画されている場合は、当該はり等

より燃焼器側又は貫通部側に設けること。

イ 温泉の採取のための設備（規則第２４条の２の２第３項に規定するものをいう。

以下同じ。）の周囲の長さ１０メートルにつき１個以上当該温泉の採取のための

設備の付近でガスを有効に検知できる場所（天井面等が０．６メートル以上突出

したはり等によつて区画されている場合は、当該はり等より温泉の採取のための

設備側に限る。）に設けるとともに、ガスの濃度を指示するための装置を設ける

こと。この場合において、当該装置は、防災センター等に設けること。

ウ 燃焼器若しくは温泉の採取のための設備（以下「燃焼器等」という。）が使用
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され、又は貫通部が存する室の天井面等の付近に吸気口がある場合には、当該燃

焼器等又は貫通部との間の天井面等が０．６メートル以上突出したはり等によつ

て区画されていない吸気口のうち、燃焼器等又は貫通部から最も近いものの付近

に設けること。

エ 検知器の下端は、天井面等の下方０．３メートル以内の位置に設けること。

(2) ガス漏れ検知器の設置について、検知対象ガスの空気に対する比重が１を超える

場合には、次のアからウまでに定めるところによることとしたこと。（規則第２４

条の２の３第１号ロ関係）

ア 燃焼器又は貫通部から水平距離で４メートル以内の位置に設けること。

イ 温泉の採取のための設備の周囲の長さ１０メートルにつき１個以上当該温泉の

採取のための設備の付近でガスを有効に検知できる場所に設けるとともに、ガス

の濃度を指示するための装置を設けること。この場合において、当該装置は、防

災センター等に設けること。

ウ 検知器の上端は、床面の上方０．３メートル以内の位置に設けること。

(3) (1)イ又は(2)イに定めるところにより検知器を設ける場合にあっては、受信機を

設けないことができることとしたこと。（規則第２４条の２の３第１項第３号関

係）

(4) 音声によりガス漏れの発生を防火対象物の関係者及び利用者に警報する装置（以

下「音声警報装置」という。）は、次のア又はイに定めるところにより設けること

としたこと。

ア 令第２１条の２第１項第１号、第２号、第４号若しくは第５号に掲げる防火対

象物若しくはその部分又は同項第３号に掲げる防火対象物の部分で消防庁長官が

定めるものに設けるものにあつては、次の(ｱ)から(ｳ)までに定めるところによる

こと。ただし、規則第２５条の２第２項第３号に定めるところにより設置した放

送設備の有効範囲内の部分には、音声警報装置を設けないことができる。

(ｱ) 音圧及び音色は、他の警報音又は騒音と明らかに区別して聞き取ることがで

きること。

(ｲ) スピーカーは、各階ごとに、その階の各部分から一のスピーカーまでの水平

距離が２５メートル以下となるように設けること。

(ｳ) 一の防火対象物に２以上の受信機を設けるときは、これらの受信機があるい

ずれの場所からも作動させることができること。

イ 令第二十一条の二第一項第三号に掲げる防火対象物（アの消防庁長官が定める

部分（以下「長官指定部分」という。）が存しないものに限る。）又は同号の防

火対象物（長官指定部分が存するものに限る。）の部分（長官指定部分を除

く。）に設けるものにあつては、次の(ｱ)及び(ｲ)に定めるところによること。た

だし、常時人がいない場所又は第２５条の２第２項第３号に定めるところにより

設置した放送設備若しくは警報機能を有する検知器若しくは検知区域警報装置の

有効範囲内の部分には、音声警報装置を設けないことができる。

(ｱ) 音圧及び音色は、他の警報音又は騒音と明らかに区別して聞き取ることがで

きること。
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(ｲ) スピーカーは、各階ごとに、その階の各部分から一のスピーカーまでの水平

距離が２５メートル以下となるように設けること。

(5) (1)アの「消防庁長官が定める燃焼器」について、次のア又はイに掲げるものとし

たこと。（改正後のガス漏れ検知器並びに液化石油ガスを検知対象とするガス漏れ

火災警報設備に使用する中継器及び受信機の基準（以下「告示」という。）第２第

１号関係）

ア 令第２１条の２第１項第３号に掲げる防火対象物で令別表第一（１）項から

（４）項まで、（５）項イ、（６）項又は（９）項イに掲げるものの地階で、床

面積の合計が１，０００平方メートル以上のものに存する燃焼器

イ 令第２１条の２第１項第３号に掲げる防火対象物で令別表第一（１６）項イに

掲げるものの地階のうち、床面積の合計が１，０００平方メートル以上で、かつ、

同表（１）項から（４）項まで、（５）項イ、（６）項又は（９）項イに掲げる

ものの用途に供される部分の床面積の合計が５００平方メートル以上のものに存

する燃焼器

(6) (1)ア及び(4)アの「消防庁長官が定める部分」について、次のア又はイに掲げる

ものとしたこと。（告示第２第２号関係）

ア 令第２１条の２第１項第３号に掲げる防火対象物で令別表第一（１）項から

（４）項まで、（５）項イ、（６）項又は（９）項イに掲げるものの地階で、床

面積の合計が１，０００平方メートル以上のもの

イ 令第２１条の２第１項第３号に掲げる防火対象物で令別表第一（１６）項イに

掲げるものの地階のうち、床面積の合計が１，０００平方メートル以上で、かつ、

同表（１）項から（４）項まで、（５）項イ、（６）項又は（９）項イに掲げる

ものの用途に供される部分の床面積の合計が５００平方メートル以上のもの

３ 検知器の構造及び性能に関する事項

検知器の性能の基準について、規則第２４条の２の３第１項第１号イ又は同号ロ

に定めるところにより設ける場合にあつては、次の(1)から(6)までに定めるところ

によることとしたこと。

(1) ガスの濃度が爆発下限界の１０分の１以上のときに確実に作動し、２００分の１

以下のときに作動しないこと。

(2) 爆発下限界の１０分の１以上の濃度のガスにさらされているときは、継続して作

動すること。

(3) 信号を発する濃度のガスに断続的にさらされたとき、機能に異常を生じないこと。

(4) 通常の使用状態において、調理等の際に発生する湯気、油煙、アルコール、廃ガ

ス等により容易に信号（警報機能を有するものにあつては、信号及び警報）を発し

ないこと。

(5) 信号を発する濃度のガスに接したとき、６０秒以内に信号（警報機能を有するも

のにあつては、信号及び警報）を発すること。

(6) ガスの濃度を指示するための装置を設けるとともに、当該指示された値を校正す

ることができること。
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第三 非常警報設備に関する基準

非常警報設備の設置及び維持に関する技術上の基準の細目に関する事項

非常警報設備の設置及び維持に関する技術上の基準の細目について、カラオケボッ

クス等の音響が聞き取りにくい場所においては、その警報音が、他の警報音又は騒音

と区別して聞き取ることができるように措置がされているものとしたこと。（規則第

２５条の２第２項第１号イ(ロ)並びに同項第３号イ(ロ)及び同号ハ(ニ)関係）

第四 適用が除外されない消防用設備等

消防用設備等の技術上の基準を遡及して適用させる消防用設備等として、ガス漏れ

火災警報設備を追加するものとしたこと。（令第３４条第３号関係）

第五 別表第一に関する事項

１ 別表第一項に「カラオケボックスその他遊興のための設備又は物品を個室（これ

に類する施設を含む。）において客に利用させる役務を提供する業務を営む店舗で総

務省令で定めるもの」を追加するものとしたこと。（令別表第一（２）項ニ関係）

２ １の「総務省令で定める店舗」について、次の(1)から(3)までに掲げるものとした

こと。（規則第５条第２項関係）

(1) 個室（これに類する施設を含む。）において、インターネットを利用させ、又は

漫画を閲覧させる役務を提供する業務を営む店舗

(2) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２

号）第２条第９項に規定する店舗型電話異性紹介営業を営む店舗

(3) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行令（昭和５９年政令第３

１９号）第２条第１号に規定する興行場（客の性的好奇心をそそるため衣服を脱い

だ人の映像を見せる興行の用に供するものに限る。）

第六 施行期日等に関する事項

１ 施行期日

改正令、改正規則及び改正告示は、平成２０年１０月１日に施行するものとしたこ

と。（改正令附則第１条、改正規則附則第１条及び改正告示附則関係）

２ 経過措置

(1) 改正政令の施行の際、現に存する防火対象物又は現に新築、増築、改築、移転、

修繕若しくは模様替えの工事中の防火対象物における消防機関へ通報する火災報知

設備に係る技術上の基準については、平成２１年９月３０日までの間は、なお従前

の例によるものとしたこと。（改正令附則第二条第一項関係）

(2) 改正政令の施行の際、現に存する防火対象物又は現に新築、増築、改築、移転、

修繕若しくは模様替えの工事中の防火対象物における自動火災報知設備及びガス漏

れ火災警報設備に係る技術上の基準については、平成２２年３月３１日までの間は、
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なお従前の例によるものとしたこと。（改正令附則第２条第２項関係）

(3) 改正政令の施行の際、現に存する防火対象物又は現に新築、増築、改築、移転、

修繕若しくは模様替えの工事中の防火対象物におけるスプリンクラー設備及び排煙

設備に係る技術上の基準については、平成２２年９月３０日までの間は、なお従前

の例によるものとしたこと。（改正令附則第２条第３項関係）

(4) 改正規則の施行の際、現に存する防火対象物若しくはその部分又は現に新築、増

築、改築、移転、修繕若しくは模様替えの工事中の防火対象物若しくはその部分に

おける自動火災報知設備、ガス漏れ火災警報設備及び非常警報設備に係る技術上の

基準の細目については、平成２２年３月３１日までの間は、なお従前の例によるも

のとしたこと。（改正規則附則第２条関係）

第七 その他

今回の消防法施行令等の一部改正に係る運用については、別途通知する予定である

こと。
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一

項
ロ
」
を
「
別
表
第
一

項
ニ
、

項
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
か

ら

項
ま
で
」
を
「
、

項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、

項
、

項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
三
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
九
号
か
ら

第
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
八
号
中
「
前
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一

項
及
び

項
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に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
並
び
に
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
」
を
「
別
表
第
一

項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、

項
及
び

項

イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と

し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

別
表
第
一


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
及
び
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
で
、
同
表

項

ニ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の

第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
二
を
同
項
第
七
号
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
」
の
下
に
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
対
象
物
」
の
下
に
「
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一
に
掲
げ
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
（
収
容
人
員
が
総
務
省
令
で
定

め
る
数
に
満
た
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
内
部
に
、
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（

温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
が
当
該
確
認
に
係
る
温
泉

の
採
取
の
場
所
に
お
い
て
温
泉
を
採
取
す
る
た
め
の
設
備
を
除
く
。
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
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第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
第
六
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
二
号
中
「

項
」
を
「


項
か
ら

項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら

第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
（
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
、

項
イ
、

項
イ
、


項
及
び



項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
並
び
に
こ
れ
ら
の
防
火
対
象
物
以
外
の
防
火
対
象
物
で
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に

掲
げ
る
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
一

項
ハ
中
「

項
イ
」
を
「
ニ
並
び
に

項
イ
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
遊
興
の
た
め
の
設
備
又
は
物
品
を
個
室
（
こ
れ
に
類
す
る
施
設
を
含
む
。
）

に
お
い
て
客
に
利
用
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
を
営
む
店
舗
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
又
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様

替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
又
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え

の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
に
お
け
る
自
動
火
災
報
知
設
備
及
び
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
又
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え

の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
及
び
排
煙
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
の
二
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
二
、
」
及
び
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
七
号

、
」
を
削
る
。
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第
九
条
の
改
正
規
定
中
「
、
「
第
六
号
の
二
、
第
八
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
第
七
号
、
第
十
号
及
び
第
十
四
号
」
に
」

を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
別
表
第
一

項
ニ
」
の
下
に
「
、

項
ロ
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「

項
」
を

「

項
イ
、
ハ
及
び
ニ
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
同
表

項
ニ
」
の
下
に
「
又
は


項
ロ
」
を
加
え
る
。
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消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
新
旧
対
照
表

○

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
火
災
の
予
防
上
必
要
な
事
項
等
に
つ
い
て
点
検
を
要
す
る
防
火
対
象
物
）

（
火
災
の
予
防
上
必
要
な
事
項
等
に
つ
い
て
点
検
を
要
す
る
防
火
対
象
物
）

第
四
条
の
二
の
二

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
防
火
対
象

第
四
条
の
二
の
二

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
防
火
対
象

物
は
、
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
、

項
イ
、

項

物
は
、
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
、

項
イ
、

項

イ
及
び


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

イ
及
び


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項

イ
、

項
又
は

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分

イ
、

項
又
は

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分

が
避
難
階
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

が
避
難
階
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
避
難
階
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以

号
）
第
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
避
難
階
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以

外
の
階
（
一
階
及
び
二
階
を
除
く
も
の
と
し
、
総
務
省
令
で
定
め
る
避
難

外
の
階
（
一
階
及
び
二
階
を
除
く
も
の
と
し
、
総
務
省
令
で
定
め
る
避
難

上
有
効
な
開
口
部
を
有
し
な
い
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
が
存
す
る
場

上
有
効
な
開
口
部
を
有
し
な
い
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
が
存
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
区
画
さ
れ
た
部
分
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
、
第
二

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
区
画
さ
れ
た
部
分
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
、
第
二

十
一
条
第
一
項
第
七
号

、
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
三
十

十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
二
、
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
三
十

六
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
「
避
難
階
以
外
の
階
」
と
い
う
。
）
に
存

六
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
「
避
難
階
以
外
の
階
」
と
い
う
。
）
に
存

す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
避
難
階
以
外
の
階
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に

す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
避
難
階
以
外
の
階
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に

直
通
す
る
階
段
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
傾
斜
路

直
通
す
る
階
段
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
傾
斜
路
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を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
二
（
当
該
階
段
が
屋
外
に
設
け
ら
れ
、
又
は

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
二
（
当
該
階
段
が
屋
外
に
設
け
ら
れ
、
又
は

総
務
省
令
で
定
め
る
避
難
上
有
効
な
構
造
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

総
務
省
令
で
定
め
る
避
難
上
有
効
な
構
造
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

一
）
以
上
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の

一
）
以
上
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の

(

消
防
用
設
備
等
の
種
類)
(

消
防
用
設
備
等
の
種
類)

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
警
報
設
備
は
、
火
災
の
発
生
を
報
知
す
る
機
械
器
具
又
は
設
備

３

第
一
項
の
警
報
設
備
は
、
火
災
の
発
生
を
報
知
す
る
機
械
器
具
又
は
設
備

で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

一
の
二

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備(

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び

一
の
二

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備(

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び

取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号)

第

取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号)

第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
に
よ
り
そ
の
販
売
が

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
に
よ
り
そ
の
販
売
が

さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
れ
を
検
知
す
る
た
め
の
も
の
を
除
く
。
以
下

さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
れ
を
検
知
す
る
た
め
の
も
の
を
除
く
。
第
二

同

十
一
条
の
二
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
に
お
い
て
同

じ
。)

じ
。)

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

第
九
条

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
部
分
で
、
同
表
各
項
（


第
九
条

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
部
分
で
、
同
表
各
項
（


項
か
ら

項
ま
で
を
除
く
。
）
の
防
火
対
象
物
の
用
途
の
い
ず
れ
か
に
該
当

項
か
ら

項
ま
で
を
除
く
。
）
の
防
火
対
象
物
の
用
途
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
節
（
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び

す
る
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
節
（
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
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第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
七
号
、
第
十

第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
六
号
の
二
、

号
及
び
第
十
四
号
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号

、
第
二
十
二
条

第
八
号
及
び
第
十
二
号
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
二
条

第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
、
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
三
項

第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
、
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
三
項

第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
並
び
に
第
二
十
六
条
を

第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
並
び
に
第
二
十
六
条
を

除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
る
一
の
防
火

除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
る
一
の
防
火

対
象
物
と
み
な
す
。

対
象
物
と
み
な
す
。

（
自
動
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
自
動
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
一
条

自
動
火
災
報
知
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

第
二
十
一
条

自
動
火
災
報
知
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一

別
表
第
一

項
ニ
、

項
ロ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

一

別
表
第
一

項
ロ

及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

二

（
略
）

二

（
略
）

三

別
表
第
一

項
、

項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、

項
、

項
、

項
イ
、


三

別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で

、

項
イ
、


項
、

項
イ
及
び


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
三
百

項
、

項
イ
及
び


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
三
百

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

七

（
略
）

六
の
二

（
略
）

八

（
略
）

七

（
略
）

九

別
表
第
一


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
及
び
前
二
号
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
で
、
同
表

項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の

十

別
表
第
一

項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、

項
及
び

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対

八

前
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一

項
及
び

項
に
掲
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象
物
（
第
三
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
地

げ
る
防
火
対
象
物
並
び
に
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

の
地

階
又
は
無
窓
階
（
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
地
階
又
は
無
窓

階
又
は
無
窓
階
（
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
地
階
又
は
無
窓

階
に
あ
つ
て
は
、
同
表

項
又
は

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に

階
に
あ
つ
て
は
、
同
表

項
又
は

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に

供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
床
面
積
が
百
平
方
メ
ー

供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
床
面
積
が
百
平
方
メ
ー

ト
ル
（
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
地
階
又
は
無
窓
階
に
あ
つ

ト
ル
（
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
地
階
又
は
無
窓
階
に
あ
つ

て
は
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト

て
は
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト

ル
）
以
上
の
も
の

ル
）
以
上
の
も
の

十
一

（
略
）

九

（
略
）

十
二

（
略
）

十

（
略
）

十
三

（
略
）

十
一

（
略
）

十
四

（
略
）

十
二

（
略
）

十
五

（
略
）

十
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
一
条
の
二

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

第
二
十
一
条
の
二

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

又
は
そ
の
部
分
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
設
置
す
る
も
の

又
は
そ
の
部
分
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
設
置
す
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一
に
掲
げ
る
建
築
物
そ

の
他
の
工
作
物
（
収
容
人
員
が
総
務
省
令
で
定
め
る
数
に
満
た
な
い
も
の

を
除
く
。
）
で
、
そ
の
内
部
に
、
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
で
総
務
省
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令
で
定
め
る
も
の
（
温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第

十
四
条
の
五
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
が
当
該
確
認
に
係
る
温
泉
の
採

取
の
場
所
に
お
い
て
温
泉
を
採
取
す
る
た
め
の
設
備
を
除
く
。
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
も
の

四

別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
及
び

項
イ
に
掲
げ

三

別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
及
び

項
イ
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
地
階
で
、
床
面
積

る
防
火
対
象
物

の
地
階
で
、
床
面
積

の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

五

別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を

四

別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

除
く
。
）
の
地
階
の
う
ち
、
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

の
地
階
の
う
ち
、
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

、
か
つ
、
同
表

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
又
は

項
イ
に
掲

、
か
つ
、
同
表

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
又
は

項
イ
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平

げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

２

（
略
）

２

（
略
）

（
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に

（
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に

関
す
る
基
準
）

関
す
る
基
準
）

第
二
十
九
条
の
四

法
第
十
七
条
第
一
項
の
関
係
者
は
、
こ
の
節
の
第
二
款
か

第
二
十
九
条
の
四

法
第
十
七
条
第
一
項
の
関
係
者
は
、
こ
の
節
の
第
二
款
か

ら
前
款
ま
で
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
、
及
び
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同

ら
前
款
ま
で
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
、
及
び
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同

項
に
規
定
す
る
消
防
用
設
備
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
常
用
い
ら
れ

項
に
規
定
す
る
消
防
用
設
備
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
常
用
い
ら
れ

る
消
防
用
設
備
等
」
と
い
う
。
）
に
代
え
て
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

る
消
防
用
設
備
等
」
と
い
う
。
）
に
代
え
て
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
、
そ
の
防
火
安
全
性
能
（
火
災
の
拡
大
を

に
よ
り
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
、
そ
の
防
火
安
全
性
能
（
火
災
の
拡
大
を

初
期
に
抑
制
す
る
性
能
、
火
災
時
に
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
性

初
期
に
抑
制
す
る
性
能
、
火
災
時
に
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
性
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能
又
は
消
防
隊
に
よ
る
活
動
を
支
援
す
る
性
能
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

能
又
は
消
防
隊
に
よ
る
活
動
を
支
援
す
る
性
能
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
が
当
該
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
の
防
火
安
全
性
能

い
て
同
じ
。
）
が
当
該
通
常
用
い
ら
れ
る
消
防
用
設
備
等
の
防
火
安
全
性
能

と
同
等
以
上
で
あ
る
と
認
め
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
又
は

と
同
等
以
上
で
あ
る
と
認
め
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
又
は

消
火
活
動
上
必
要
な
施
設
（
以
下
こ
の
条
、
第
三
十
四
条
第
七
号
及
び
第
三

消
火
活
動
上
必
要
な
施
設
（
以
下
こ
の
条
、
第
三
十
四
条
第
六
号
及
び
第
三

十
六
条
の
二
に
お
い
て
「
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の

十
六
条
の
二
に
お
い
て
「
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の

用
に
供
す
る
設
備
等
」
と
い
う
。
）
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

用
に
供
す
る
設
備
等
」
と
い
う
。
）
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
適
用
が
除
外
さ
れ
な
い
消
防
用
設
備
等
）

（
適
用
が
除
外
さ
れ
な
い
消
防
用
設
備
等
）

第
三
十
四
条

法
第
十
七
条
の
二
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
消
防
用
設
備

第
三
十
四
条

法
第
十
七
条
の
二
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
消
防
用
設
備

等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
消
防
用
設
備
等
と
す
る
。

等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
消
防
用
設
備
等
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

自
動
火
災
報
知
設
備
（
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、


二

自
動
火
災
報
知
設
備
（
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、


項
、

項
イ
、

項
イ
及
び


項
か
ら

項
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象

項
、

項
イ
、

項
イ
及
び

項

に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。
）

物
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。
）

三

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
（
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ

、

項
、

項
イ
、

項
イ
、


項
及
び


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
並
び
に
こ
れ
ら
の
防
火
対
象
物
以
外
の
防
火
対
象
物
で
第
二
十
一
条
の

二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。
）

四

（
略
）

三

（
略
）

五

（
略
）

四

（
略
）

六

（
略
）

五

（
略
）
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七

（
略
）

六

（
略
）

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
―
第
三
条
、
第
四
条
の
二
―
第
四
条
の
三
、
第
六
条

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
―
第
三
条
、
第
四
条
の
二
―
第
四
条
の
三
、
第
六
条

、
第
九
条
―
第
十
四
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
―
第
二
十
九
条
の
三
、

、
第
九
条
―
第
十
四
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
―
第
二
十
九
条
の
三
、

第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
三
十
四
条
の
四
―
第

第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
三
十
四
条
の
四
―
第

三
十
六
条
関
係
）

三
十
六
条
関
係
）



（
略
）



（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

ハ

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号)

第
二
条
第
五
項
に

律(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号)

第
二
条
第
五
項
に

規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
を
営
む
店
舗(

ニ
並
び
に


規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
を
営
む
店
舗(


項
イ

項
イ
、

項
、

項
イ
及
び

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

、

項
、

項
イ
及
び

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物



の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。)
そ
の
他
こ
れ
に
類



の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。)

そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

ニ

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
遊
興
の
た
め
の
設
備
又
は
物

品
を
個
室
（
こ
れ
に
類
す
る
施
設
を
含
む
。
）
に
お
い
て
客

に
利
用
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
を
営
む
店
舗
で
総
務

省
令
で
定
め
る
も
の


～


（
略
）


～


（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）
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○

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
四
条
の
二
の
二
第
二
号
中
「

第
三
十

第
四
条
の
二
の
二
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
二
、
第
三
十

五
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「

第
三
十
五
条
第
一

五
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
七
号
、
第
三
十
五
条
第
一

項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
を

第
九
条
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
を

「
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
に

「
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
に
、
「
第
六

号
の
二
、
第
八
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
第
七
号
、
第
十
号
及
び
第
十
四
号
」

改
め
る
。

に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
別
表
第
一

項
ニ
」
の
下
に
「


項
ロ

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
別
表
第
一

項
ロ
」
を
「
別
表
第
一

項



、

」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「

項
」
を
「

項
イ
、
ハ
及
び
ニ
」
に
、
「
及

ロ
、

項
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「

項
」
を
「

項
イ
、
ハ
及
び
ニ

び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
同
表

項
ニ
」
の
下
に
「
又

」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
三
号
を
第
十
五
号
と



は

項
ロ
」
を
加
え
る
。

し
、
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
八
号
中
「

及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
並
び
に
同
表

項
イ
」
を
「
、

項
及
び


項
イ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

別
表
第
一


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
の
部
分
で
、
同
表

項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
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さ
れ
る
も
の

第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
二
を
同
項
第
七
号
と
す
る
。
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○
総
務
省
令
第
七
十
八
号

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
三
条
並
び
に
別
表
第
一

項
ニ

及
び

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
日

総
務
大
臣

増
田

寛
也

消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

令
別
表
第
一

項
ニ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
店
舗
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

個
室
（
こ
れ
に
類
す
る
施
設
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
、
又
は
漫
画
を
閲
覧
さ
せ
る
役

務
を
提
供
す
る
業
務
を
営
む
店
舗

二

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
九
項

に
規
定
す
る
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
を
営
む
店
舗

三

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条

第
一
号
に
規
定
す
る
興
行
場
（
客
の
性
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
た
め
衣
服
を
脱
い
だ
人
の
映
像
を
見
せ
る
興
行
の
用
に
供
す

る
も
の
に
限
る
。
）
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第
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
二
号
」
に
、
「
第
五
条
第
一
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
一

号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
二
号
ホ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ホ

主
音
響
装
置
及
び
副
音
響
装
置
の
音
圧
及
び
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。



主
音
響
装
置
及
び
副
音
響
装
置
を
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、

室
内
又
は
室
外
の
音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音

又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
第
五
号
中
「
除
く
。
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
、
同
号
イ

中
「
特
定
一
階
段
等

防
火
対
象
物
の
う
ち
」
を
「
地
区
音
響
装
置
を
」
に
、
「
が
あ
る
も
の
」
を
「
に
設
け
る
場
合
」
に
、
「
も
の
で
あ
る
」
を
「

よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
の
二
中
「
限
る
。
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え

、
同
号
イ

中
「
特
定
一
階
段
等
防
火
対
象
物
の
う
ち
」
を
「
地
区
音
響
装
置
を
」
に
、
「
が
あ
る
も
の
」
を
「
に
設
け
る
場

合
」
に
、
「
も
の
で
あ
る
」
を
「
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

そ
の
内
部
に
、
第
三
項
に
掲
げ
る
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
（
温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
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十
四
条
の
五
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
が
当
該
確
認
に
係
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
い
て
温
泉
を
採
取
す
る
た
め
の

も
の
を
除
く
。
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

第
二
十
四
条
の
二
の
二
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
一
人
と
す
る
。

３

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
は
、
温
泉
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
六
条
の
三
第
三
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
温
泉
井
戸
、
ガ
ス
分
離
設
備
及
び
ガ
ス
排

出
口
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
配
管
（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
中
「

ま
で
」
を
「

ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
燃
焼
器
又
は
貫
通
部
（

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
燃
料
用
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管
が
当
該
防
火
対
象
物

又
は
そ
の
部
分
の
外
壁
を
貫
通
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
燃
焼
器
（
令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
貫
通
部
（
同

項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
の
部
分
で
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
に
燃
料
用
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管
が
当
該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
外

壁
を
貫
通
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

を

と
し
、
同
号
イ

中
「
燃
焼
器
が
使
用
さ
れ
る

」
を
「
燃
焼
器
若
し
く
は
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
燃
焼
器
等
」
と
い
う
。
）
が
使
用
さ
れ
、
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又
は
貫
通
部
が
存
す
る
」
に
、
「
燃
焼
器
と
の
」
を
「
燃
焼
器
等
又
は
貫
通
部
と
の
」
に
、
「
燃
焼
器
か
ら
」
を
「
燃
焼
器
等

又
は
貫
通
部
か
ら
」
に
改
め
、
同
号
イ

を
同
号
イ

と
し
、
同
号
イ

の
次
に

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
（
第
二
十
四
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
周

囲
の
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
個
以
上
当
該
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
の
付
近
で
ガ
ス
を
有
効
に
検
知
で
き
る

場
所
（
天
井
面
等
が
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
突
出
し
た
は
り
等
に
よ
つ
て
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
は
り
等

よ
り
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
側
に
限
る
。
）
に
設
け
る
と
と
も
に
、
ガ
ス
の
濃
度
を
指
示
す
る
た
め
の
装
置
を

設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
装
置
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
等
に
設
け
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
及
び

」
を
「
か
ら

ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

を

と
し
、
同
号
ロ


の
次
に

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
の
周
囲
の
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
個
以
上
当
該
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
の

付
近
で
ガ
ス
を
有
効
に
検
知
で
き
る
場
所
に
設
け
る
と
と
も
に
、
ガ
ス
の
濃
度
を
指
示
す
る
た
め
の
装
置
を
設
け
る

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
装
置
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
等
に
設
け
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
受
信
機
は
、
」
を
「
第
一
号
イ

又
は
同
号
ロ

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
検

知
器
を
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
信
機
を
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

音
声
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
防
火
対
象
物
の
関
係
者
及
び
利
用
者
に
警
報
す
る
装
置
（
以
下
「
音
声
警
報
装
置

」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

又
は

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
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

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ

の
部
分
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
部
分
で
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
に
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
次
の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
し
た
放
送
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
は
、
音
声
警
報
装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。



音
圧
及
び
音
色
は
、
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。



ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
各
階
ご
と
に
、
そ
の
階
の
各
部
分
か
ら
一
の
ス
ピ
ー
カ
ー
ま
で
の
水
平
距
離
が
二
十
五
メ
ー

ト
ル
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。



一
の
防
火
対
象
物
に
二
以
上
の
受
信
機
を
設
け
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
受
信
機
が
あ
る
い
ず
れ
の
場
所
か
ら
も

作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。



令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（

の
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
部
分
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
長
官
指
定
部
分
」
と
い
う
。
）
が
存
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
号
の
防
火
対
象
物
（
長
官
指
定

部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
部
分
（
長
官
指
定
部
分
を
除
く
。
）
に
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
の

及

び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
常
時
人
が
い
な
い
場
所
又
は
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
し
た
放
送
設
備
若
し
く
は
警
報
機
能
を
有
す
る
検
知
器
若
し
く
は
検
知
区
域
警
報
装
置

の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
は
、
音
声
警
報
装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。



音
圧
及
び
音
色
は
、
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
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

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
各
階
ご
と
に
、
そ
の
階
の
各
部
分
か
ら
一
の
ス
ピ
ー
カ
ー
ま
で
の
水
平
距
離
が
二
十
五
メ
ー

ト
ル
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
四
号
ロ
中
「
表
示
灯
に
よ
り
」
を
「
検
知
器
の
作
動
と
連
動
し
、
表
示
灯
に
よ
り
」
に
改

め
、
同
号
ハ
中
「
音
響
に
よ
り
」
を
「
検
知
器
の
作
動
と
連
動
し
、
音
響
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
液
化
石
油

ガ
ス
」
を
「
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ

中
「
特
定
一
階
段
等
防
火
対
象
物
の
う
ち
」
を
「
非
常
ベ
ル
又
は
自
動
式
サ
イ
レ
ン

の
音
響
装
置
を
」
に
、
「
が
あ
る
も
の
」
を
「
に
設
け
る
場
合
」
に
、
「
も
の
で
あ
る
」
を
「
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
、
取
り
付
け
ら
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
で
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
。

種
類

音
圧
の
大
き
さ

Ｌ
級

九
十
二
デ
シ
ベ
ル
以
上

Ｍ
級

八
十
七
デ
シ
ベ
ル
以
上
九
十
二
デ
シ
ベ
ル
未
満

Ｓ
級

八
十
四
デ
シ
ベ
ル
以
上
八
十
七
デ
シ
ベ
ル
未
満
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

ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の

音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら

か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
ハ
中
「
音
圧
」
の
下
に
「
又
は
音
色
」
を
加
え
、
同
号
ハ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の

音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら

か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
又
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、

修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
に
お
け
る
自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火
災

警
報
設
備
及
び
非
常
警
報
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
新
旧
対
照
表

○

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
防
火
対
象
物
の
用
途
の
指
定
）

（
防
火
対
象
物
の
用
途
の
指
定
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

令
別
表
第
一

項
ニ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
店
舗
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

個
室
（
こ
れ
に
類
す
る
施
設
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
さ
せ
、
又
は
漫
画
を
閲
覧
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
を
営

む
店
舗

二

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
電
話

異
性
紹
介
営
業
を
営
む
店
舗

三

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（

昭
和
五
十
九
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
興
行

場
（
客
の
性
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
た
め
衣
服
を
脱
い
だ
人
の
映
像
を
見
せ

る
興
行
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）

３

（
略
）

２

（
略
）

（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）

（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）
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第
六
条

令
第
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物(

第
五
条
第
三
項
第

第
六
条
令

第
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物(

第
五
条
第
二
号

二
号
に
掲
げ
る
車
両
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
同

に
掲
げ
る
車
両
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。)
又
は
そ
の
部
分
に
は
、
令
別
表
第
二
に
お
い
て
建
築
物
そ
の
他
の
工

じ
。)

又
は
そ
の
部
分
に
は
、
令
別
表
第
二
に
お
い
て
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
消
火
に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
消
火
器
具(

大
型
消
火
器
及
び
住

作
物
の
消
火
に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
消
火
器
具(

大
型
消
火
器
及
び
住

宅
用
消
火
器
を
除
く
。
以
下
大
型
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
八
条

宅
用
消
火
器
を
除
く
。
以
下
大
型
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
八
条

ま
で
に
、
住
宅
用
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て

ま
で
に
、
住
宅
用
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。)

を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数
値(

消
火
器
に
あ
つ
て
は
消
火
器
の
技
術

同
じ
。)

を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数
値(

消
火
器
に
あ
つ
て
は
消
火
器
の
技
術

上
の
規
格
を
定
め
る
省
令(

昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号)

第
三
条

上
の
規
格
を
定
め
る
省
令(

昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号)

第
三
条

又
は
第
四
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
能
力
単
位
の
数
値
、
水
バ
ケ

又
は
第
四
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
能
力
単
位
の
数
値
、
水
バ
ケ

ツ
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
三
個
を
一
単
位
と
し
て
算
定

ツ
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
三
個
を
一
単
位
と
し
て
算
定

し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
水
槽
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の

し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
水
槽
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の

消
火
専
用
バ
ケ
ツ
三
個
以
上
を
有
す
る
容
量
八
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一

消
火
専
用
バ
ケ
ツ
三
個
以
上
を
有
す
る
容
量
八
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一

個
を
一
・
五
単
位
又
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
六
個
以

個
を
一
・
五
単
位
又
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
六
個
以

上
を
有
す
る
容
量
百
九
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
個
を
二
・
五
単
位
と
し

上
を
有
す
る
容
量
百
九
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
個
を
二
・
五
単
位
と
し

て
算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
乾
燥
砂
に
あ
つ
て
は
ス
コ
ッ
プ
を
有

て
算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
乾
燥
砂
に
あ
つ
て
は
ス
コ
ッ
プ
を
有

す
る
五
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
〇
・
五
単
位
と
し
て
算
定
し
た
消

す
る
五
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
〇
・
五
単
位
と
し
て
算
定
し
た
消

火
能
力
を
示
す
数
値
、
膨
張
ひ
る
石
又
は
膨
張
真
珠
岩
に
あ
つ
て
は
ス
コ
ッ

火
能
力
を
示
す
数
値
、
膨
張
ひ
る
石
又
は
膨
張
真
珠
岩
に
あ
つ
て
は
ス
コ
ッ

プ
を
有
す
る
百
六
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
一
単
位
と
し
て
算
定
し

プ
を
有
す
る
百
六
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
一
単
位
と
し
て
算
定
し

た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
合
計
数
が
、
当
該
防

た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
合
計
数
が
、
当
該
防

火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
を
次
の
表
に
定
め
る
面

火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
を
次
の
表
に
定
め
る
面

積
で
除
し
て
得
た
数(

第
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
舟
に
あ
つ
て
は
、

積
で
除
し
て
得
た
数(

第
五
条
第
一
号

に
掲
げ
る
舟
に
あ
つ
て
は
、

一)

以
上
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一)

以
上
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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表
（
略
）

表
（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
車
両
に
係
る
消
火
器
具
に
関
す
る
基
準
）

（
車
両
に
係
る
消
火
器
具
に
関
す
る
基
準
）

第
十
条

第
五
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
車
両
に
係
る
消
火
器
具
の
設
置
及

第
十
条

第
五
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
車
両
に
係
る
消
火
器
具
の
設
置
及

び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
道
営
業
法
、
軌
道
法
若

び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
道
営
業
法
、
軌
道
法
若

し
く
は
道
路
運
送
車
両
法
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

し
く
は
道
路
運
送
車
両
法
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

よ
る
。

（
自
動
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

（
自
動
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

第
二
十
四
条

自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基

第
二
十
四
条

自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基

準
の
細
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

準
の
細
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

受
信
機
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

二

受
信
機
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

主
音
響
装
置
及
び
副
音
響
装
置
の
音
圧
及
び
音
色
は
、
次
の

及
び

ホ

主
音
響
装
置
及
び
副
音
響
装
置
の
音
圧
及
び
音
色
は
、
他
の
警
報
音


に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。



他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。



主
音
響
装
置
及
び
副
音
響
装
置
を
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の
音

響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
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所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
～
リ

（
略
）

ヘ
～
リ

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

地
区
音
響
装
置
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

五

地
区
音
響
装
置
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

て
同
じ
。
）
は
、
Ｐ
型
二
級
受
信
機
で
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
線
の

）
は
、
Ｐ
型
二
級
受
信
機
で
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
線
の

数
が
一
の
も
の
、
Ｐ
型
三
級
受
信
機
、
Ｇ
Ｐ
型
二
級
受
信
機
で
接
続
す
る

数
が
一
の
も
の
、
Ｐ
型
三
級
受
信
機
、
Ｇ
Ｐ
型
二
級
受
信
機
で
接
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
回
線
の
数
が
一
の
も
の
若
し
く
は
Ｇ
Ｐ
型
三
級
受
信
機
を

こ
と
が
で
き
る
回
線
の
数
が
一
の
も
の
若
し
く
は
Ｇ
Ｐ
型
三
級
受
信
機
を

当
該
受
信
機
を
用
い
る
自
動
火
災
報
知
設
備
の
警
戒
区
域
に
設
け
る
場
合

当
該
受
信
機
を
用
い
る
自
動
火
災
報
知
設
備
の
警
戒
区
域
に
設
け
る
場
合

又
は
放
送
設
備
を
第
二
十
五
条
の
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
し
た

又
は
放
送
設
備
を
第
二
十
五
条
の
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
し
た

場
合
を
除
き
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

場
合
を
除
き
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ

音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

イ

音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



（
略
）



（
略
）



地
区
音
響
装
置
を

、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ



特
定
一
階
段
等
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の

ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の

音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
当
該

場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き

場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ロ
～
ト

（
略
）

ロ
～
ト

（
略
）

五
の
二

地
区
音
響
装
置
（
音
声
に
よ
り
警
報
を
発
す
る
も
の
に
限
る
。
以

五
の
二

地
区
音
響
装
置
（
音
声
に
よ
り
警
報
を
発
す
る
も
の
に
限
る
。

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
前
号
（
イ
、
ハ
及
び
ト
を
除
く
。
）

）
は
、
前
号
（
イ
、
ハ
及
び
ト
を
除
く
。
）

の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。
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イ

音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

イ

音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



（
略
）



（
略
）



地
区
音
響
装
置
を

、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ



特
定
一
階
段
等
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の

ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の

音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
当
該

場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き

場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ロ
～
ニ

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）

六
～
九

（
略
）

六
～
九

（
略
）

（
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
の
設
置
を
要
し
な
い
防
火
対
象
物
等
）

（
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
の
設
置
を
要
し
な
い
防
火
対
象
物
等
）

第
二
十
四
条
の
二
の
二

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る

第
二
十
四
条
の
二
の
二

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
う
ち
、
次
に
掲

も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

そ
の
内
部
に
、
第
三
項
に
掲
げ
る
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
（
温
泉

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
確

認
を
受
け
た
者
が
当
該
確
認
に
係
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
い
て
温
泉

を
採
取
す
る
た
め
の
も
の
を
除
く
。
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

三

（
略
）

二

（
略
）

２

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
一
人

と
す
る
。
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３

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
温
泉
の
採
取

の
た
め
の
設
備
は
、
温
泉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十

五
号
）
第
六
条
の
三
第
三
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
温
泉
井
戸
、
ガ
ス
分
離

設
備
及
び
ガ
ス
排
出
口
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
配
管
（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が

滞
留
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

４

（
略
）

２

（
略
）

５

（
略
）

３

（
略
）

（
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

（
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

第
二
十
四
条
の
二
の
三

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す

第
二
十
四
条
の
二
の
三

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す

る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ガ
ス
漏
れ
検
知
器
（
以
下
「
検
知
器
」
と
い
う
。
）
は
、
天
井
の
室
内

一

ガ
ス
漏
れ
検
知
器
（
以
下
「
検
知
器
」
と
い
う
。
）
は
、
天
井
の
室
内

に
面
す
る
部
分
（
天
井
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
上
階
の
床
の
下
面
。

に
面
す
る
部
分
（
天
井
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
上
階
の
床
の
下
面
。

以
下
「
天
井
面
等
」
と
い
う
。
）
又
は
壁
面
の
点
検
に
便
利
な
場
所
に
、

以
下
「
天
井
面
等
」
と
い
う
。
）
又
は
壁
面
の
点
検
に
便
利
な
場
所
に
、

次
の
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
ガ
ス
の
性
状
に
応
じ
て

次
の
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
ガ
ス
の
性
状
に
応
じ
て

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
出
入
口
の
付
近
で
外
部
の
気
流
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
出
入
口
の
付
近
で
外
部
の
気
流
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

流
通
す
る
場
所
、
換
気
口
の
空
気
の
吹
き
出
し
口
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル

流
通
す
る
場
所
、
換
気
口
の
空
気
の
吹
き
出
し
口
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル

以
内
の
場
所
、
ガ
ス
燃
焼
機
器
（
以
下
「
燃
焼
器
」
と
い
う
。
）
の
廃
ガ

以
内
の
場
所
、
ガ
ス
燃
焼
機
器
（
以
下
「
燃
焼
器
」
と
い
う
。
）
の
廃
ガ

ス
に
触
れ
や
す
い
場
所
そ
の
他
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
有
効
に
検
知
す
る
こ

ス
に
触
れ
や
す
い
場
所
そ
の
他
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
有
効
に
検
知
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
所
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

と
が
で
き
な
い
場
所
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

イ

検
知
対
象
ガ
ス
の
空
気
に
対
す
る
比
重
が
一
未
満
の
場
合
に
は
、
次

イ

検
知
対
象
ガ
ス
の
空
気
に
対
す
る
比
重
が
一
未
満
の
場
合
に
は
、
次

の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
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

燃
焼
器
（
令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対



燃
焼
器
又
は
貫
通
部
（
令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

象
物
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
に

防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
燃
料
用
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管
が
当

限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
貫
通
部
（
同
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第

該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
外
壁
を
貫
通
す
る
場
所
を
い
う
。

四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分

以
下
同
じ
。
）

又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
部
分
で
消
防
庁
長
官
が

定
め
る
も
の
に
燃
料
用
ガ
ス
を
供
給
す
る
導
管
が
当
該
防
火
対
象
物

又
は
そ
の
部
分
の
外
壁
を
貫
通
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

か
ら
水
平
距
離
で
八
メ
ー
ト
ル
以
内
の
位
置
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ

か
ら
水
平
距
離
で
八
メ
ー
ト
ル
以
内
の
位
置
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ

し
、
天
井
面
等
が
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
突
出
し
た
は
り
等
に
よ
つ

し
、
天
井
面
等
が
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
突
出
し
た
は
り
等
に
よ
つ

て
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
は
り
等
よ
り
燃
焼
器
側
又
は
貫

て
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
は
り
等
よ
り
燃
焼
器
側
又
は
貫

通
部
側
に
設
け
る
こ
と
。

通
部
側
に
設
け
る
こ
と
。



温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
（
第
二
十
四
条
の
二
の
二
第
三
項
に

規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
周
囲
の
長
さ
十
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一
個
以
上
当
該
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
の
付
近
で
ガ

ス
を
有
効
に
検
知
で
き
る
場
所
（
天
井
面
等
が
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以

上
突
出
し
た
は
り
等
に
よ
つ
て
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
は

り
等
よ
り
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
側
に
限
る
。
）
に
設
け
る
と

と
も
に
、
ガ
ス
の
濃
度
を
指
示
す
る
た
め
の
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
装
置
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
等
に
設
け
る

こ
と
。



燃
焼
器
若
し
く
は
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
（
以
下
こ
の
号
に



燃
焼
器
が
使
用
さ
れ
る

お
い
て
「
燃
焼
器
等
」
と
い
う
。
）
が
使
用
さ
れ
、
又
は
貫
通
部
が
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存
す
る
室
の
天
井
面
等
の
付
近
に
吸
気
口
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

室
の
天
井
面
等
の
付
近
に
吸
気
口
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

燃
焼
器
等
又
は
貫
通
部
と
の
間
の
天
井
面
等
が
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以

燃
焼
器
と
の

間
の
天
井
面
等
が
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以

上
突
出
し
た
は
り
等
に
よ
つ
て
区
画
さ
れ
て
い
な
い
吸
気
口
の
う
ち

上
突
出
し
た
は
り
等
に
よ
つ
て
区
画
さ
れ
て
い
な
い
吸
気
口
の
う
ち

、
燃
焼
器
等
又
は
貫
通
部
か
ら
最
も
近
い
も
の
の
付
近
に
設
け
る
こ

、
燃
焼
器
か
ら

最
も
近
い
も
の
の
付
近
に
設
け
る
こ

と
。

と
。



検
知
器
の
下
端
は
、
天
井
面
等
の
下
方
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
内
の



検
知
器
の
下
端
は
、
天
井
面
等
の
下
方
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
内
の

位
置
に
設
け
る
こ
と
。

位
置
に
設
け
る
こ
と
。

ロ

検
知
対
象
ガ
ス
の
空
気
に
対
す
る
比
重
が
一
を
超
え
る
場
合
に
は
、

ロ

検
知
対
象
ガ
ス
の
空
気
に
対
す
る
比
重
が
一
を
超
え
る
場
合
に
は
、

次
の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

次
の

及
び


に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。



（
略
）



（
略
）



温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
の
周
囲
の
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
個
以
上
当
該
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
設
備
の
付
近
で
ガ
ス
を
有
効

に
検
知
で
き
る
場
所
に
設
け
る
と
と
も
に
、
ガ
ス
の
濃
度
を
指
示
す

る
た
め
の
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
装
置

は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
等
に
設
け
る
こ
と
。



検
知
器
の
上
端
は
、
床
面
の
上
方
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
内
の
位
置



検
知
器
の
上
端
は
、
床
面
の
上
方
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
内
の
位
置

に
設
け
る
こ
と
。

に
設
け
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

第
一
号
イ

又
は
同
号
ロ

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
検
知
器
を
設
け

三

受
信
機
は
、

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
信
機
を
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ヘ

（
略
）
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四

警
報
装
置
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
装
置
を
次
の
イ
か
ら
ハ

四

警
報
装
置
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
装
置
を
次
の
イ
か
ら
ハ

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ

音
声
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
防
火
対
象
物
の
関
係
者
及
び
利
用

イ

音
声
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
防
火
対
象
物
の
関
係
者
及
び
利
用

者
に
警
報
す
る
装
置
（
以
下
「
音
声
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
は
、
次

者
に
警
報
す
る
装
置
（
以
下
「
音
声
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
は
、
次

の

又
は

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
送
設

備
を
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置

し
た
と
き
は
、
当
該
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
つ
い
て
音
声
警
報

装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。



令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
若
し
く



音
圧
及
び
音
色
は
、
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し

は
第
五
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
又
は
同
項
第

て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
部
分
で
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の

に
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
し
た
放
送
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に

は
、
音
声
警
報
装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。



音
圧
及
び
音
色
は
、
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別

し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。



ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
各
階
ご
と
に
、
そ
の
階
の
各
部
分
か
ら
一
の

ス
ピ
ー
カ
ー
ま
で
の
水
平
距
離
が
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る

よ
う
に
設
け
る
こ
と
。



一
の
防
火
対
象
物
に
二
以
上
の
受
信
機
を
設
け
る
と
き
は
、
こ

れ
ら
の
受
信
機
が
あ
る
い
ず
れ
の
場
所
か
ら
も
作
動
さ
せ
る
こ
と
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が
で
き
る
こ
と
。



令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（




ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
各
階
ご
と
に
、
そ
の
階
の
各
部
分
か
ら
一
の
ス

の
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
部
分
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
長
官
指

ピ
ー
カ
ー
ま
で
の
水
平
距
離
が
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
よ
う

定
部
分
」
と
い
う
。
）
が
存
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
号
の

に
設
け
る
こ
と
。

防
火
対
象
物
（
長
官
指
定
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
部
分

（
長
官
指
定
部
分
を
除
く
。
）
に
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
の


及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
常
時
人
が
い

な
い
場
所
又
は
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
設
置
し
た
放
送
設
備
若
し
く
は
警
報
機
能
を
有
す
る
検
知
器

若
し
く
は
検
知
区
域
警
報
装
置
の
有
効
範
囲
内
の
部
分
に
は
、
音
声

警
報
装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。



音
圧
及
び
音
色
は
、
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別

し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。



ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
各
階
ご
と
に
、
そ
の
階
の
各
部
分
か
ら
一
の

ス
ピ
ー
カ
ー
ま
で
の
水
平
距
離
が
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る

よ
う
に
設
け
る
こ
と
。



一
の
防
火
対
象
物
に
二
以
上
の
受
信
機
を
設
け
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
受
信
機
が
あ
る
い
ず
れ
の
場
所
か
ら
も
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。

ロ

検
知
器
の
作
動
と
連
動
し
、
表
示
灯
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
通

ロ

表
示
灯
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
通

路
に
い
る
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
警
報
す
る
装
置
（
以
下
「
ガ
ス
漏

路
に
い
る
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
警
報
す
る
装
置
（
以
下
「
ガ
ス
漏

れ
表
示
灯
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
表
示
灯
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
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る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
警
戒
区
域
が
一
の
室
か
ら
な
る
場
合
に
は
、

る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
警
戒
区
域
が
一
の
室
か
ら
な
る
場
合
に
は
、

ガ
ス
漏
れ
表
示
灯
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ガ
ス
漏
れ
表
示
灯
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。



検
知
器
を
設
け
る
室
が
通
路
に
面
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
通



検
知
器
を
設
け
る
室
が
通
路
に
面
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
通

路
に
面
す
る
部
分
の
出
入
口
付
近
に
設
け
る
こ
と
。

路
に
面
す
る
部
分
の
出
入
口
付
近
に
設
け
る
こ
と
。



前
方
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
点
灯
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に



前
方
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
点
灯
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に

識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

ハ

検
知
器
の
作
動
と
連
動
し
、
音
響
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
検
知

ハ

音
響
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
の
発
生
を
検
知

区
域
（
一
の
検
知
器
が
有
効
に
ガ
ス
漏
れ
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
る

区
域
（
一
の
検
知
器
が
有
効
に
ガ
ス
漏
れ
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
る

区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
警

区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
警

報
す
る
装
置
（
以
下
「
検
知
区
域
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該

報
す
る
装
置
（
以
下
「
検
知
区
域
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該

検
知
区
域
警
報
装
置
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
で
音
圧
が
七
十
デ

検
知
区
域
警
報
装
置
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
で
音
圧
が
七
十
デ

シ
ベ
ル
以
上
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
警
報
機
能
を
有
す

シ
ベ
ル
以
上
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
警
報
機
能
を
有
す

る
検
知
器
を
設
置
す
る
場
合
並
び
に
機
械
室
そ
の
他
常
時
人
が
い
な
い

る
検
知
器
を
設
置
す
る
場
合
並
び
に
機
械
室
そ
の
他
常
時
人
が
い
な
い

場
所
及
び
貫
通
部
に
は
、
検
知
区
域
警
報
装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で

場
所
及
び
貫
通
部
に
は
、
検
知
区
域
警
報
装
置
を
設
け
な
い
こ
と
が
で

き
る
。

き
る
。

五
～
十

（
略
）

五
～
十

（
略
）

２

検
知
器
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
検
知
対
象
と
す
る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報

２

検
知
器
、
液
化
石
油
ガ
ス

を
検
知
対
象
と
す
る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報

設
備
に
使
用
す
る
中
継
器
及
び
受
信
機
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に

設
備
に
使
用
す
る
中
継
器
及
び
受
信
機
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
非
常
警
報
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
非
常
警
報
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）
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２

非
常
警
報
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、

２

非
常
警
報
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

非
常
ベ
ル
又
は
自
動
式
サ
イ
レ
ン
の
音
響
装
置
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

一

非
常
ベ
ル
又
は
自
動
式
サ
イ
レ
ン
の
音
響
装
置
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ

音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

イ

音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



（
略
）



（
略
）



非
常
ベ
ル
又
は
自
動
式
サ
イ
レ
ン
の
音
響
装
置
を
、
ダ
ン
ス
ホ
ー



特
定
一
階
段
等
防
火
対
象
物
の
う
ち

、
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内

ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内

又
は
室
外
の
音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ

又
は
室
外
の
音
響
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
る
も
の

に
あ
つ

て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区

て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の
警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区

別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

放
送
設
備
は
、
次
の
イ
及
び
ロ
又
は
ハ
並
び
に
ニ
か
ら
ヲ
ま
で
に
定
め

三

放
送
設
備
は
、
次
の
イ
及
び
ロ
又
は
ハ
並
び
に
ニ
か
ら
ヲ
ま
で
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
圧
又
は
音
色
は
、
次
の

及
び

に
定
め
る
と
こ

イ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
圧
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
、

ろ
に
よ
る
。

取
り
付
け
ら
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
で
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
。



次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
、
取
り
付
け
ら
れ
た
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
で
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
大
き

さ
で
あ
る
こ
と
。
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種
類

音
圧
の
大
き
さ

種
類

音
圧
の
大
き
さ

Ｌ
級

九
十
二
デ
シ
ベ
ル
以
上

Ｌ
級

九
十
二
デ
シ
ベ
ル
以
上

Ｍ
級

八
十
七
デ
シ
ベ
ル
以
上
九
十
二
デ
シ
ベ
ル
未
満

Ｍ
級

八
十
七
デ
シ
ベ
ル
以
上
九
十
二
デ
シ
ベ
ル
未
満

Ｓ
級

八
十
四
デ
シ
ベ
ル
以
上
八
十
七
デ
シ
ベ
ル
未
満

Ｓ
級

八
十
四
デ
シ
ベ
ル
以
上
八
十
七
デ
シ
ベ
ル
未
満



ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の
音
響
が
聞
き
取
り
に

く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の

警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ハ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
圧
又
は
音
色
及
び
設
置
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

ハ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
圧

及
び
設
置
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
こ
と
。

に
よ
る
こ
と
。


～


（
略
）


～


（
略
）



ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
、
室
内
又
は
室
外
の
音
響
が
聞
き
取
り
に

く
い
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の

警
報
音
又
は
騒
音
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）
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○
消
防
庁
告
示
第
八
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ガ
ス
漏
れ
検

知
器
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
検
知
対
象
と
す
る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
使
用
す
る
中
継
器
及
び
受
信
機
の
基
準
（
昭
和

五
十
六
年
消
防
庁
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
日

消
防
庁
長
官

荒
木

慶
司

第
一
中
「
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

第
二
第
二
号

中
「
四
分
の
一
」
の
下
に
「
（
規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

又
は
同
号
ロ

に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
分
の
一
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
号
に

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

又
は
同
号
ロ

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
ガ
ス
の
濃
度
を
指
示
す
る
た
め
の
装
置
を
設
け
る
と
と
も
に
、
当
該
指
示
さ
れ
た
値
を
校
正
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

第
二
を
第
三
と
し
、
第
一
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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第
二

規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

に
定
め
る
燃
焼
器
等

一

規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

の
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
燃
焼
器
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

イ

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
令
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
又
は

項
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
地
階
で

、
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
存
す
る
燃
焼
器

ロ

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
令
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
地
階
の
う
ち

、
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か
つ
、
同
表

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
又
は

項
イ
に

掲
げ
る
も
の
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
存
す
る
燃
焼
器

二

前
号
の
規
定
は
、
規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

の
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
部
分
及
び
同
項
第
四
号

イ

の
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
部
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
も
の
に
存
す
る
燃
焼
器
」

と
あ
る
の
は
「
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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ガ
ス
漏
れ
検
知
器
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
検
知
対
象
と
す
る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
使
用
す
る
中
継
器
及
び
受
信
機
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

新
旧
対
照
表

○

ガ
ス
漏
れ
検
知
器
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
検
知
対
象
と
す
る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
使
用
す
る
中
継
器
及
び
受
信
機
の
基
準
（
昭
和
五
十
六
年
消
防
庁

告
示
第
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分

）

改

正

案

現

行

第
一

趣
旨

第
一

趣
旨

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号

と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
漏
れ
検
知
器

）
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
漏
れ
検
知
器

（
以
下
「
検
知
器
」
と
い
う
。
）
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
検
知
対
象
と
す

（
以
下
「
検
知
器
」
と
い
う
。
）
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
検
知
対
象
と
す

る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
使
用
す
る
中
継
器
及
び
受
信
機
の
構
造
及
び

る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
使
用
す
る
中
継
器
及
び
受
信
機
の
構
造
及
び

性
能
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

性
能
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二

規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

に
定
め
る
燃
焼
器
等

一

規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

の
消
防
庁
長
官
が
定

め
る
燃
焼
器
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

イ

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

で
令
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
又
は

項
イ
に

掲
げ
る
も
の
の
地
階
で
、
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の
に
存
す
る
燃
焼
器
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ロ

令
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
令
別

表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
地
階
の
う
ち
、
床
面
積
の
合
計
が
千

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か
つ
、
同
表

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ

、

項
又
は

項
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
存
す
る
燃
焼
器

二

前
号
の
規
定
は
、
規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

の

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
及
び
同
項
第
四
号
イ

の
消
防
庁
長
官
が
定

め
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
も
の

に
存
す
る
燃
焼
器
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。

第
三

検
知
器
の
構
造
及
び
性
能

第
二

検
知
器
の
構
造
及
び
性
能

一

（
略
）

一

（
略
）

二

検
知
器
の
性
能
の
基
準
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

二

検
知
器
の
性
能
の
基
準
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。



ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
四
分
の
一
（
規
則
第
二
十
四
条
の
二



ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
四
分
の
一

の
三
第
一
項
第
一
号
イ

又
は
同
号
ロ

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設

け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
分
の
一
。
以
下
同
じ
。
）
以
上
の
と
き
に

以
上
の
と
き
に

確
実
に
作
動
し
、
二
百
分
の
一
以
下
の
と
き
に
作
動
し
な
い
こ
と
。

確
実
に
作
動
し
、
二
百
分
の
一
以
下
の
と
き
に
作
動
し
な
い
こ
と
。



爆
発
下
限
界
の
四
分
の
一
以
上
の
濃
度
の
ガ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る



爆
発
下
限
界
の
四
分
の
一
以
上
の
濃
度
の
ガ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
継
続
し
て
作
動
す
る
こ
と
。

と
き
は
、
継
続
し
て
作
動
す
る
こ
と
。


～


（
略
）


～


（
略
）



規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

又
は
同
号
ロ

に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
ガ
ス
の
濃
度
を
指
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示
す
る
た
め
の
装
置
を
設
け
る
と
と
も
に
、
当
該
指
示
さ
れ
た
値
を
校

正
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）
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